【電気通信工事業】
職種：施工技能　　職務：現場管理
【概要】

電気通信工事について、施工過程の段取りや作業管理、配線施工方法等を計画に従い実施し、現場においては、必要であれば顧客や他業種等との折衝、調整、打合せ等を重ね施工管理者に報告しながら、作業班を統率し所定の品質を確保して作業を滞りなく遂行する仕事。

【仕事の内容】

・建築構造物の構造や電気通信施工技術、材料等の知識、経験を活かし、顧客要求事項通りに構築するための工事の現場作業管理が仕事の内容である。

・顧客の現場における作業指示を理解し、日々の打合せで作業状況を施工管理者に報告し、責任施工できるように作業班を指揮する。

・現場作業のリーダーとして、作業班を統率するだけではなく、態度要件等にも気を使い一定のモラルをキープしながらチームワークを確保する。

【求められる知識・経験】

（１）現場管理の仕事は、施工現場での作業管理、配線施工、保守・運用、作業班の統率等多岐にわたる。レベル３（職長相当）以上は、電気通信工事作業の前工程、後工程の作業内容を熟知したうえで、かつ与えられた持ち場で作業を管理運営するマネジメント能力が求められる。そのためには、技能者を束ねるための統率力、指導力が求められる。

（２）レベル４は上級職長として他職種との関連作業の調整や、元請との作業打合せを通して工事を予定通り進めていくための十分な専門性（経験と知識）及び積極的な対人折衝能力が求められる。そのほか、施工技能のレベル４（卓越施工技能者）と共に高度な電気通信施工作業を管理していく能力が必要とされている。

【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・情報配線施工技能検定（１級、２級、３級）

・職業訓練指導員（職業能力開発促進法第２８条第３項）の免許　等

労働安全衛生法に基づく資格

・職長・安全衛生責任者教育　　等

その他の資格

・通信に関する資格：情報ネットワーク施工プロフェッショナル（iNIP Professional）、電気通信工事担任者、電気通信主任技術者（第１種、第２種）、伝送交換（第１種、第２種）、線路主任技術者、総合無線通信士、有線テレビジョン放送技術者　　等

　　・電気に関する資格：電気主任技術者（第１種、第２種、第３種）、

　　　　　　　　　電気工事施工管理技士（１級、２級）、

電気工事士（第一種、第二種）　　等

・建築に関する資格：建築施工管理技士（１級、２級）、基幹技能者　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０３機械・電気技術者

　　０３４電気技術者

　　０３５電気通信技術者

